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機械の制覇と詩的想像力
ハソフリー・ジェニングズの『パンディモニアム』
　　　　　　　　をふりかえりながら
浜　口 稔
1．機械的幻視の技法
　科学革命を皮切りに，産業革命を経て，唯物論的な自然学が確立されて以
降，西欧世界は先例のない規模と速度で人間と社会の様相を変貌させ，ほと
んどなにもかもが機械概念で括られていく道筋を，着々と整えていきまし
た。この試論では，詩人で学者でシュルレアリスト，写真家で映画監督でも
あったハンフリー・ジェニングズ（1907－50年）の『パンディモニアム』
（1985年）（注1）をたよりに，こうした機械概念の浸透につれて，その渦中に暮
していたひとびとの世界観がどう変容していったかを，つまりは人間の生活
全般を覆い尽くしてきた汎機械的な変化のなかで，人間の社会も認識のあり
方もまるまる機械論的にうつろっていった，そのゆくたてを追ってみようか
と思います。
　『パソディモニアム』（原タ・イトルのPan＋daemoniumは文字どおりには
「汎＋悪魔」，訳語として「万魔堂」「伏魔殿」等々）は，そのような汎機械
的制覇が完遂していく目まぐるしい展開に目を見張り，歓喜し，畏れ，翻弄
されたひとびとが，小説に書いたり，詩に詠んだり，散文に綴ったり，手紙
にしたためたりと，おびただしく遺した目撃談と証言のアンソロジーです。
それは映画監督ジェニソグズの視点からは，1660年以降のイギリス史の各
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地点で撮影された映像集のようなもので，ふつうの歴史書に見られるよう
な，書き手にとっての正史を披露してみせる手つきはまったく認められませ
ん。
　じつをいうと，この書物は本人による出版物ではありません。ジェニング
ズが遺してあったのは，1660年から1886年までの，産業革命がもたらした
影響の数々をありとあらゆる領域から引用し抜粋したタイプ原稿，手書き
ノート，注もどきのメモ，さらに本人の彪大な覚書，果ては一千をこえる複
写物などの膨大な束でありました。それをもとにして，娘のマリー＝ルー・
ジェニソグズとジェニングズの友人チャールズ・マッジのふたりが，こころ
ざしを引き継いで長年月をかけて編集し，出版までこぎつけたいわくつきの
大著なのです。
　巻頭の「小伝」を読むと，ジェニングズの鬼才をもってはじめてなしえた
わざだろうなと思わされますが，では，この並外れたこころみの意図はどこ
にあったのでしょうか。ジェンニングズの目論見のなにが，これほど煩雑で
難儀な作業を当人でないふたりに引き継がせたのでしょうか。そのあたり
を，ジェニングズへの共感を表明しつつ，松岡正剛が自ら提唱している編集
工学の観点から要約し，的確に書評してくれていますから引用しましょう。
①このテキストとイメージを「産業革命」をめぐる途切れのない「物語」
として読めるようにすること。あるいは映画のように体験できるように
すること。
②読者が任意に好きなページを開き，そこで出会ったひとまとまりのテ
キストを読んだなら，あるいはイメージに遭遇したのなら，ただちにそ
の中の出来事，人物，思想の素材性と構造性を研究したくなるようにす
ること。
③読者は索引から入って，その先に進み，そのうちにひとつの主題ある
いは観念に導かれて数々の言及の道をたどり，何年にもわたる展開の旅
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路につくこと。
　なんということだ。
　すでにマルチメディア・データペースか詳細なハイパーテキストのソ
フトウェアの制作にとりくんだことがある者なら見当がつくように，こ
れは電子システムでこそやっと可能となるような「ナビゲーション型の
相互検索システム」ともいうぺきもののぞっとした先駆体を暗示してい
るものなのである。
　それを1940年代に一人でこつこつ準備していたというのだから，驚
くべきことだ。
　なぜなら，たんに相互検索システムのプロトタイプを設計するならま
だしも，ジェニソグズはそのためのテキストを，まずもって産業革命を
はさむ200年間の汎機械的進捗をあらわす無数の文書の中から選び出し
ていた！たんに抜き書きしたなどとおもってもらっては困る。ジェニソ
グズはそれらのテキストを，いずれ完成するはずの来たるべきテキスト
立体化計画の，そのシステムの各所にぴったり埋めこむ作業を想定し
て，選びきったのだ（注2）。
　編集工学的にどれほど斬新なこころみであったかは，このコメントから十
分窺い知ることができますが，私としては機械文明のまっただなかに置かれ
たひとびとにとっての現実が各映像として映し出され，どの抜粋も一篇の詩
として時代を活写する想像力のあり方を生々しくあかしている点が，なによ
りも興味深くあります。それぞれの抜粋のなかで，近代のイギリス人が，機
械の登場に驚喜したり，嫌悪したり，知らぬ間に受容していたりと，ありと
あらゆる反応を示している様子を，ジェニソグズがひとつひとつ丹念に抜き
出して「提示」してくれているのです。その「提示」することの意味を，本
人が誰よりも明快に述べていますから，それを引用しましょう。
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　　記述するとか分析するのではなく「提示する」という表現を用いるのは，
　　想像力が人間の心の作用のひとつであり，その痕跡が通常歴史をくりか
　　えしている事実や出来事や観念よりも，扱いに際しては細心の心遣いを
　　必要とするからである。この作用は，芸術や詩や宗教の領分で力を発揮
　　するが，必ずしもこれらの分野に限定させるものではないし，全面的に
　　これらに顕現するともかぎらないと思う。私が試行してみたいのは，当
　　面そうした制限を設けようというのではなく，目の当たりにお見せする
　　証拠に共感を抱いていただけるかどうかを読者に委ねることである。そ
　　れを私の言う「イメージ」を手段にして提示するのだ（注3）。
　汎機械的制覇の近代史を，スライドショーのように，これほどリアルに
「提示」してくれたこころみを，私はほかに知りません。なんとも不思議な
本です。巻末の「主題別系列」に追加系列を付け加えるかのように，私自身
が幾筋か入り組ませて別の「主題別系列」の糸を紡ぎはじめているのが，な
んとも不思議なのです。この本を読むうちに浮かび上がる絵や映像が，ドキ
ュメソタリー映画のように目の前をよぎり，私自身の連想によって紡がれる
別の物語が　　この大著からほんの少しだけ糸を抜きとって織り上げたじつ
にじつに小さな物語ながらも一一繰り広げられていくのですから。それを以
下に披露するとしましょう。
2．機械時代の宣言
　手はじめに，近代科学について教科書どおりのおさらいをしましょう。ま
ずはコペルニクス（1473－1543年）が天体の運行を地球もろとも幾何学的な
予測機械のうちに接収して，文字どおり驚天動地の地動説を提唱し，宇宙機
械論の第一歩をしるしました。そのあとを受けて，職人の機械的な智恵をと
り込み，数理科学的に記述できる力学を唱道したガリレイ（1564－1642年）
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は，望遠鏡で透かし見た月面を土くれと知って，天と地をひとつの力学的な
体系のうちに包み込む道筋を示してくれました。その影響下に，「引力」と
いう謎めいた概念を採りながら，厳正な数学的秩序に裏付けられた力学的体
系としての世界を描いてみせたニュートン（1642－1727年）の登場となりま
す。
　それより前に，デカルト（1569－1650年）が，世界を物質一辺倒の幾何学
的空間として表象するために哲学的な整地の作業をすすめていました。そし
て人間および世界を物理的操作の対象へと変えるために，いうならば「私」
意識を世界から抜きとる脱魂術のような操作をほどこしたのです。こうして
「私」が思念を凝らしただけでは変貌することのない，自発的な運動や静止
をしない惰性的諸物体がおさまり返り，機械のようなからくりを秘めた物質
的世界像が浮かび上がってきたのでした。
　世界をいくらいじくっても「私」にはいっこうに作用が返ってこないデカ
ルト主義的な二元世界が確立されたことの意味は，いくら強調してもしすぎ
ることはありません。これにより客観的対象だからと，自然をよそ事のよう
に突き放して，少しも躊躇しないで加工してしまう，まことに荒っぽい産業
主義的操作が加えられるようになったのですから。この哲学的な一般化によ
って，職人のヒューマン・スケールを超えた巨大機械としての工場が誕生す
るための条件が整ったといえるでしょう。ジェニングズのいうところの，お
びただしい数の「機械の悪魔」が日夜働きつづけるパンデモニアムが築造さ
れていく条件が整うまでには，以上のような哲学的な手続きを経なくてはな
りませんでした。
　こんなあたりが，私が仕入れた知識をもとにおさらいできるシナリオなの
ですが，これだけでオシマイにするなら，思慮の足りない，まことに陳腐で
性急な小話でしかありません。大筋ではこのようなものだとしても，なによ
りも重要な作業は，まずは一般化の見通しの立たない複合した歴史の現実
を，ひとつづきの見栄えのいい物語へと回収せずに，その機械論の躍進に巻
20　明治大学教養論集　通巻370号（2003・3）
き込まれたひとびとの反応を分け隔てなく凌ってみせることなのです。私た
ちが近代史を展望するとき，教科書や入門書にあつらえられた物語をなぞる
か，あるいは似たような事件をちょこちょこつまんで掻き集め，ひとつの物
語をこしらえることが多いのですが，それはそれとして，その場合にも，幾
つもの筋書きが可能であることは肝に銘じておく必要があるでしょう。それ
は建前としてよくいわれることですが，本書のような雄大な抜粋集を通覧す
ると，なおさらにそれを実感できるのです。そのことをくれぐれも忘れず
に，もう少し私流の雑感をくりひろげてみましょう。
　数値制御で動く機械を世界の構造に重ね合わせるときには，世界が数学的
な秩序をもとに成り立っていることを前提にしなくてはなりません。世界が
そんな秩序で成り立っていることを検証しきれたひとはいませんから，そん
なものは実際には思い込みでしょう。世界を見渡したひともいないし，まし
てや，宇宙全体が数の秩序で組み立てられている様子を検証したひともいま
せん。だったら，それは便宜的な見立てであったはずですが……いやいや，
やはり，こんな突拍子もない思い込みは便宜的に抱かれるはずがありません
から，気長で忍耐強い歴史を経たあと到達した，ある種の理知的な確信であ
ったことでしょう。
　ここで，このエッセイの趣旨に合うように，こんなふうにまとめてみまし
ょう。物質科学の論理で扱える宇宙が，すなわち，世界を原子の集合体と捉
え，数学的処理を容易にし，計算によって駆動できる機械と想定できる範囲
が，本源知の王道であることを高らかに宣言したことが，近代科学の決定的
な決断であった。神が認識している対象，それが第一次性質で織り上げられ
た認識のテクスチュアーでありました。数，量，重さ，均整，割合，広がり
だけで記録できる世界だけが，主観に染まらない公平な神の智恵を証すとい
ったぐあいに。
　としたところで，私はこのように考えます。コペルニクス，ガリレイ，デ
カルトらが唱えた機械と原子と数の宇宙は，じつは詩的想像力のたまもので
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あった。では，それが通常の詩的想像力と異なった点はどこにあるのでしょ
うか。少なくとも宇宙規模の実験が行われたことはないのですから，その限
りでは局所的に立証された法則が普遍的に有効であると見込まれるという以
上のものではないでしょう。それでも科学はたゆみなく結果を出してきたの
ですから，現場の科学者にしても，いちいち宇宙全体の構造を気に掛ける必
要はないし，宇宙論や認識論など空理空論を繰り広げる科学哲学者の議論な
ど，有体にいってどうでもいいと考える者が大多数であったわけです。では
なぜ機械論の風呂敷を宇宙にまで広げる必要があるのでしょうか。それは，
地球の動植物相のように機械がそこかしこに偏在するようになり，人間がそ
れらを異議を唱えぬまま受容することによって，掌に乗っかるような微小機
械にすら孕まれているイデオロギーが，文明の理念的骨格となるほどの集合
的無意識として昇華されていった可能性があるからです。
　もうひとつ確認しましょう。機械論が文明の駆動原理となった要因のひと
つは，肉体と魂，物質と精神を別々に詠うようになったからだという人が多
いのですが，どうもそうではありません。唯物科学の礎を築いたガリレイは
第一性質と第二性質とを区別しましたが，世界を心と物に分けたわけではあ
りませんでした。この区別の意義は，唯物論的に「解明できる領域」と「解
明できない領域」の二つに分けた点にあったのです。
　ここでは心や魂は「絶対に説明できぬもの」として，科学的アプローチを
突っぱねてもよかったのですが，結局そうはなりませんでした。実際には十
九世紀に科学的測定や実験・観察の手順をなぞるような心霊科学が大流行し
たところを見ると，どうやら心霊学からの歩み寄りがあったとみるべきでし
ょラ。機械が文明の覇権を握りつつあった時代に，魂を科学的にアプローチ
する心霊学が興隆したのは，魂を「説明できぬもの」として切り捨ててほし
くないという焦りがあったからではなかったかと，私はあやしんでいます。
心霊をカメラなどの装置で捉え，さらに電磁気現象と重ね合わせることによ
って，結局は「心霊」研究の根拠を失ってしまったのではないでしょうか。
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　さらにもうひとつ指摘しておきたいことは，機械論的方法によってなにを
研究の対象にしようとも，その研究に取り組むひとが，物心を問わずあらゆ
る研究対象に，ある性格を帯びさせてしまうということです。いい換えるな
ら，物質科学の方法論が，メドゥーサの眼差しのように，観念世界をも石へ
と変えてしまい，物のように切り分け，名をつけて捕縛し，因果律の沿線に
配置して力学的に制御し，機械文明のレールに乗せてしまったということな
のです。心霊の考察に際して，研究対象を唯物的対象へと変える科学的方法
論の認識のスタンスを採用してしまったのは（ぜんぶがそうだとはいいませ
んが），いかにも不用意だったのではないでしょうか。心も魂も科学の方法
論的手続きのなかをくぐらせると，不思議不思議，いつの間にか物理現象に
化けてしまうのですから。
3．　機械と想像力
　さて，ジェニングズがいうとおり，「一六六〇年から一八六〇年の二百年
のあいだに生産手段は劇的かつ根本的に変化した。つまりは資本の蓄積，交
易の自由，機械の発明，物質主義の哲学，科学的諸発見によって変化し
た」（注4にとをまずは確認しましょう。この変化に対して，その二百年のあ
いだに生まれ育ったひとびとが，どのような現実を目撃したかというだけで
なく，一方で古来からの神話・伝承をもとに確立していた表象世界に浸りな
がら，新しい現実に対して，どんなふうに想像力を行使したかということが
重要なのです。人間の想像力は，世界をどう切り分けて，生得の身体の条件
でもって，いかにして環境世界との関係を築き上げるか，それを特徴づける
ための，おおもとにある表象力にほかなりなりません。生まれ落ちた環境に
知性と感性を大開きにし，そこから外界の情報を詩的ヴィジョンへと加工し
造形していく能力をヒトの適応行動の自然な姿であるとすれば，絶え間なく
変転していく環境世界に対して，人間の想像力はなんとかして生存の条件を
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辻褄合わせしていく，そのありさまはさまさまな表現をまとって記録に残る
はずなのです。
　大都市に生を受けたひとびとにとっての世界表象の材料は，街路や工場区
域，煤煙に包まれた建物，鉄とガラスの建造物の環境にほかなりませんでし
た。どこまでいっても，そんな風景がつづくなかで暮らしていれば，それだ
けで事物認識のあり方も定まろうというものです。このような都市の風景を
おもしろがる，逆に不快に感じる，それはどちらでもかまわないのですが，
いずれにせよ，たとえば，かつて噴火や津波や地震や嵐などの天変地異を詩
に詠んだ詩人の魂からすれば，創作の材料として，工場から吐き出される黒
煙，街路に立ちこめる煤煙，産業廃棄物が寄せてくる川岸が加わっただけの
ことであり，それはつまるところ裸の感性にとっての第一次資料にほかなり
ませんでした。それを念頭に入れて，ジェニソグズは，サミュエル・テイ
ラー・コールリッジ（1772－1834年），ウィリアム・ブレイク（1757－1827
年），チャールズ・ディケンズ（1812－1870年），ナサニエル・ホーソーン
（1804－1864年），ジョソ・ラスキン（1819－1900年）はじめとする，数多く
の証言者たちの文章から垣間見える詩的ヴィジョンを追跡するよう，私たち
に手招きするのです。
　そんなわけで，ロンドソを機械の悪魔が吐き出す黒煙におおわれた焦土と
して幻視するのは，詩的想像力の自然な発露にほかなりません。そこに前進
をつづける文明の凱歌を聞いたハソフリー・デイヴィー（1778－1829年）の
ようなひとびとがおり，チャールズ・ラム（1775－1834年）やアレグザン
ダー・ヘアッェソ（1812－70年）のように都市生活の壮絶と狼雑を人間界の
縮図として享受するひとたちもいました。大聖堂や煙突や記念碑が亡霊のよ
うにそこかしこに行立する冥界のような都市空間を彷復うひとびとが，大悪
魔の臓騎でのたうちまわる未消化の生き餌のように映ることもあったでしょ
う。その想像力というか，幻視の力においてブレイクにまさる詩人はいませ
ん。さっそくこれを，近代人が堕ちてしまった機械論の地獄を透視した詩人
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ブレイクの証言と受けとめることにしましょう。「特許付きのテムズ川の近
くを，特許付きの街路をさまよい歩くと，……」は，『パンディモニアム』
の文脈では，機械の悪魔の呪いの虜となってしまった巨大工場ロンドンの意
味論的変貌ぶりを描写したフレーズだと，私は読解します。
特許付きのテムズ川の近くを，
特許付きの街路をさまよい歩くと，
みんなの顔にしるしが付いていた。
弱さのしるし，嘆きのしるし。
誰も彼もが泣きはらし，
子どもは恐くて泣きはらし，
声という声，あれもだめ，これもだめ，
心が鍛えた手枷の響きをぼくは聞く。
煙突掃除の少年の叫び声が，
煤に染まった教会を驚愕させ，
哀れな兵士の溜息が，
血に染まって宮殿の壁をしたたり落ちる。
何よりも真夜中の街に，ぼくは聞く。
うら若き売笑婦の呪いが
乳飲み子の涙を潤らし，
疫病で婚礼の棺を染めるのを。
（ウィリアム・ブレイク「ロソドン」r経験の歌』所収，1794年）（注5）
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　もうひとつ想像力の行使の仕方をめぐる目覚ましい例をあげましょう。探
検家や開拓民が処女地に分け入って土壌と動植物相を調べるように，気球に
乗って夫界の様子を体をはって報告したジェイムズ・グレイシャーの「天空
の旅」は（注6），科学的探究と詩的想像力の共通の出自をあさやかにあかして
います。引用するには長すぎますし，その奮闘ぶりの抜粋をさらに抜粋した
ところで伝わるものはないですから要約しましょう。’ ﾜずは地上を離れてあ
と，空や地上の壮観を通り一遍に称えながら，五千フィート，千フィートの
厚さの雲を抜げ，ニマイル，三マイル，四マイル，五マイル，さらに二万九
千フィート，ついには三万七千フィートと上昇し，そのつど気温や気圧の変
化を報告しながら，高度計の数値変化に合わせるように，呼吸困難になり，
視力を失い，背中，首，腕や足の筋肉が萎え，睡魔におそわれ，そして意識
を失うまでの，自らの体調の変化を克明に描いてみせるのです。
　これをジェニングズは「状況に応じて反応する道具を，人間という記録器
は記録しようとしているのだ」と評していますが，透明な天空に目盛りをつ
けて階層図を描くために用いた器具は，じつは繊細な知覚センサーとしての
人体であったことをいっているわけで，なるほどそのようにいい換えても不
自然はありません。この知覚センサーは，芸術でいえば「感性」と呼ばれて
いるものでしょう。さらにジェニソグズはこう指摘します。
まさにこれこそが，芸術家の身に起こってきた事態なのである。グレイ
シャーは三万七千フィートまでの上昇を自覚していて，自分の感覚を記
録しようと奮闘している……まさにこれは芸術とヨガなどの修練との関
係に似ているが，今や物質的かつ客観的な水準で起こりつつあるのだ。
「現実的な」報告は「芸術的な」報告に取って代わっているようであ
る（注7）。
人体はすぐに精密測定機器にとって変わられましたが，気球に乗って上昇
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しながら，透明な天界と無色の空気は露点・氷点・気温・気圧による層分布
数値をもとに幾何学的な構造をもつものとして描き直されたことに注目した
いと思います。それ以降気球と測定機器は，空っぽの大気に図面を描き，産
業主義的な理性にデータを提供し，天候を捕縛し，換金作物へと加工する道
具となったのですから。いまなら気球ならぬ人工衛星からの気象情報を掌握
して世界の穀物を宰領している「穀物メジャー」の繁盛ぶりを考えれば，な
にもない空間に像を想い描く詩的想像力が1文字で書きとめられ，図示さ
れ，数値処理されてコソピュータ・スクリーンで時々刻々投影されるまでの
展開のきっかけとなった気球の誕生がいかに革命的なことであったか，よく
よく思い知ることではあるのです。そのとき神々の天空は決定的に人間の所
有物となったのでした。
　ところで，この「天空の旅」のはるか前，科学革命の黎明期に，ロバート・
フックが神々の碧天を詳細な名辞体系で虜にし，脱神話化の一歩を踏み出し
ていたのですが，その文章をジェニングズは目敏く抜粋しています。フック
の分類そのものは日常語を比喩的に用いた表現に終始しているだけなのです
が，その詳細な手つきにみる限り，神のかんばせへの畏れを感じさせるもの
はありません。「空の顔は実に多種多様であり，固有の名を必要とするもの
も数多くある。従って，明確なものについては取り決めておくと便利であろ
う。それをもとに至極ありふれた空の顔が簡単に表現できるだろう。」（ロ
バート・フック『気象の表記法』）（注8）という文章からはじまって，Clear，
Checker’d，　Hazy，　Thick，　Overcast，　Hairy，　Water’d，　Wav’d，　Cloudy，　Lower－
ing，　gloomy，　foggy，　misty，　sleeting，　driving，　rainy，　snowy，等々のさまさまな
表現を用いて，ジェニングズのことばを借りるなら，「フックは…長いあい
だ神あるいは神々の館であると考えられていた空あるいは天を世俗化してい
る。フックはそこから気象学という新興科学の対象を案出」することになっ
たのでした。が，その世俗化は詩人の魂をもって遂げられたのであり，天空
はあたかも言霊の虜になって産業主義的理性の貢ぎ物になりはて，人間の所
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有と支配の対象として射止められたというふうに思われてくるのです。
　そこで私は，詩と科学の対立は骨肉の争いではないかとあやしむのです。
ワーズワースの『叙情歌謡集』（第二版の序文）を読むと，ことによると詩
人たちが産業革命に安住し，来るべき時代に詩想を練るための着想源に考え
ていたとも考えられるのではないでしょうか。
もし万一科学者の営為が，今日の状況のもとで直接・間接を問わず物質
的革命を引き起こすのであれば，またその結果，私たちが日夜享受する
諸印象に包まれたまま詩人が今と同じように以降も微睡むのであれば，
そのような全般的な間接的影響の下で詩人は科学者の歩みの後追いをす
羽目になるだけでなく，科学の中に自らの感性を投入することになるだ
ろう。化学者や植物学者や鉱物学者の浮き世離れした諸発見が身近にな
る日が来れば，それは詩人の芸術的営みとも見紛うばかりの詩的作品に
なることだろう。……もし万が一，今や人間に身近なものになった科学
が，いわば血肉を纏うようになれば，この変身を助けてやるために，詩
人たるものは自らの聖なる魂を貸し与え，こうして生み出された存在
を，人類一家の愛すべき真の伴侶として歓迎することだろう。
（ウィリアム・ワーズワース『叙情歌謡集』第二版の序文）（注9）
　その圧倒的な実例としてジェニングズは，そんな機械的制覇の狼煙でもあ
げるように，372もの抜粋の筆頭に，ジョン・ミルトン（1608－74年）の
『失楽園』「第一書」の一節を「提示」してみせるのです。
前方ほど遠からぬ先に山が讐えていた。身の毛がよだつ頂からは，
業火が上がり，黒煙が渦を巻いていた。残りの部分は
てらてらと鱗状の地表を見せていたが，それは硫黄の造り成した原鉱が
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　　胎内に秘蔵された紛うことなき微であった。
　　彼方より速やかに飛び来ったのは，先を急ぐ彩しき軍勢，すなわち，
　　鋤と鶴喀で武装した先発隊が本営の先陣を切って戦場に錘壕を掘るか；
　　塁壁を造営しようという矢先であった。富の邪神が工兵らを唆したのだ。
まずはマソモンによって，人間も教唆されて
地の中心を略奪し，神を恐れぬ手腕をもって，
秘匿されてあるべき財宝を求め，母なる地球の臓厨を略奪したのであっ
た。
その平原の近くには，彩しい坑がこしらえられ，
その坑の炎の地下湖から，熔融した炎の水脈が流出すると，
二番目の軍勢は，驚嘆すべき技術で，
膨大な鉱石を熔かし，金の鉱澤を採取した。
三番手の軍勢もまことに速やかに，地の底に
様々に鋳型を造り，不可思議な手段で沸々と煮えたぎる坑から
熔かした金をそれぞれの空洞へと流し込んだ。
（ジョン・ミルトン『失楽園』第一書，1660年頃執筆，1667年刊行）（注10）
　堕天使らが石炭を燃やし鉄を熔かしている様子は，悪魔だらけの地獄の図
絵といって差し支えないでしょうから，これを私は原子と機械と数学で全世
界をわがものにしようと産業主義的理性の貢ぎ物を準備しつつあった現場を
詩にしたものであると解釈するのです。巨大工場や鉱山で，熔鉱炉の紅蓮の
炎に包まれながら，また蒸気ハンマーの猛烈な轟音にさいなまれながら，い
やいや，ひとによっては，こうしたモダニズムの響きを文明の凱歌として聞
き惚れながら，意識的・無意識的に馴致されつつあった近代人の行く末がど
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のようなものになったか，ここから先は私たちが想像力を駆使して幻視すぺ
き領分なのです。
4．機械的制覇の時代
　ミルトンが『失楽園』を執筆した頃，グレシャム・カレッジに集まった知
識人たちが，知識を増進し世界を駆動して生産させるための実験哲学の本拠
地（のちのロイヤル・ソサエティ）を設立しようと集会したときの日録を，
ジェニングズは抜粋していますが（注11），それを読んでみると，以降文明社会
を宰領するための謀りごとを巡らせている現場を覗き見たようで，なんとも
妙な気分になります。
　ロイヤル・ソサエティとは，もともとガリレイの自然哲学に傾倒していた
ヴァ－チュオ－ソ科学愛好家の集団がロソドソに集会し，一六六〇年に新たな「科学的方法論」
の実践機関として提案したものであり，その二年後チャールズニ世の特許状
をもって正式の王立の協会として設立されました。ラテソ語を強制せず，英
語による平明簡潔な表現を信条としましたが，将来豊かな作物を産出する新
しい「現実」を収縛するために，風や雲や土壌をはじめとする自然現象まで
も科学的認識の対象とし，これらの現象を客観的報告体という新言語（普遍
言語）で捕獲して換金作物へと変える方法を模索した集団であったと，その
ように私はあえていい切ろうかと思います。ベイコンの「実験哲学」を看板
に掲げ，神の領分の大規模な世俗化を押し進めたのでした。
　おそらくソサエティ設立にそうとう気分高揚していたのでしょう，協会員
でもあったサミュエル・ピープス（1633－1703年）の有名な日記の抜粋から
も，新興の知識集団への期待とは逆に，少なくともピープス本人にとっては
伝統的な権威が失墜しかかっていた，その様子を窺うことができます。
午後，川下に送る予定のタールと石炭を見送ってから帰宅しようと川ま
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　　で出向いていった。雨が川面を激しく叩いていたので，岸に戻り避難し
　　たのだが，その間国王が女王に会いにダウンズへと屋形船で通り過ぎ
　　た。公爵は昨日出発していた。それにしても，雨を意のままにできない
　　のかと，国王への敬意を少し無くしたように思った。
　（サミュエル・ピープス『日記』，H・B・ウィートレー編，1904
年）（注12）
　「国王への敬意を少し無くした」とは，なんといういいぐさでしょうか。
天候をコソトロールできない国王に不信感を抱くピープスの文章に，自らが
所属するロイヤル・ソサエティへの過大な期待が透けて見えるようではあり
ませんか。自分たちの仲間であれば，「雨を意のままに」できるかもしれな
い，とピープスはいいたげです。
　機械論的世界は，自然に作用を及ぼして物を産出させる，その構図からい
って，アリストテレス風の観相主義よりは，たとえば錬金術などの魔術めい
た立場に近いと，私は考えています。錬金術の特徴は，その観念的な思弁に
あるのではなく，数秘術をもとにした物質調合の実験的・実践的姿勢にあり
ましたし，これらの非キリスト教的伝統のなかには，記号や言語の組み合わ
せを介して神の智恵を再現し，その智恵で自然に働きかけて支配するとする
世界観が含まれていますから，自然を遠目に眺めてオシマイにしたりはしま
せん。
　魔術的伝統と近代科学の関係は，今さら指摘するまでもないことですが，
いずれにせよ自然を「意のままに」操る積極的な姿勢は，近代科学の基本的
な特徴のひとつとして存在するのです。地質学と古生物学は，産業革命の動
力となった炭や鉄などを孕んでいる母なる大地の臓脇を暴くわけですし，先
述のロバート・フックによる雲の分類も，顕微鏡で透かし見た微小生物の生
体構造を機械と見立てる視線も，働きかけの見返りを確保する現金な知識形
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態の到来を告げる予兆となっていたのではないでしょうか。そこでは神を発
明家か技術者として称えながら，科学者や技術者もまた生物機械を製造する
神のごとき地位へと昇り，神のみわざを代行する不遜な新興パワーとして成
り上がるわけです。
　こうして科学は血液循環や人間の筋肉を水力学の過程のようにみなし，人
体を宇宙のひとつの系として幻視した挙句に，物質世界の一項目として登録
するようになりました。世界は物質の在処にすぎなくなり，精神は世界での
居場所を失ってしまいました。代わりに，精神は世界から超越して自由な思
惟実体となり，のちにヒロイズムで飾り立てられた彷裡える現実存在のかけ
がえのない標識のふりをしましたが，そんなものは虚構にすぎませんでし
た。そうやって万物の霊長の地位を保とうとしたところで，どのみちそれは
着々と文明を覆い尽くしていった巨大複合機械（＝工場）の部品（＝労働者）
とみなされるようになったのですから。
5．　機械の制御
　新興の知識集団を支援した中産階級が支配権を握るようになると，イギリ
スの征服と搾取がはじまりましたが，これを『パソディモニアム』の観点か
ら読みなおしてみましょう。蒸気機関，紡績機，織機，等々の機械の発明，
大量生産方式，さらに論証の厳密な手順が，寸分の狂いもなく物を産み出す
工場の分業体制へと重ね合わされ，それが科学的営為のあり方にも影響を与
えます。どうやら子どもと貧者と罪人を新しい労働商品に変えて送り込む学
校や救貧院や刑務所においても，この厳密な手順が組み込まれたのでした。
パノプティコンの囚人監視システムも，鉄とガラスの水晶宮も，いずれも
「知は力である」のモットーのうちに予祝されていた収穫物であり，そのも
っとも典型的な具現体が工場であったわけです。工場経営者を頂点に置いて
ピラミッド状に組織され，各部門に管理者を配置し，末端に労働者をはりつ
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けて，製品を作り販売し社会に流通させる，そのようなシステムをお手本に
して，工場だけでなく，社会も国家も大学も，大筋ではこの枠組みで生産活
動を行う分業体制をもとにした階層構造を整えて，文明の屋台骨を支えてき
たといえるのではないでしょうか。
　トマス・ホッブス（1588－1679年）のrレヴァイアサン』の出だしのよう
ですが，考えてみると工場というのは，建物の姿をしながらピラミッドや城
塞や聖堂などの古来からの建造物とはまったく異った成り立ちをしていま
す。原材料を仕入れて製品を生み出すという，職人が独りでこなしていた作
業を大規模に自動化した，畢寛するにそれは，建造物の姿をしたロボットに
ほかなりませんでした。しかし，ほかならないとはいっても，たかが機械で
はありませんでした。人体と国家と宇宙を理念的に体現した縮図として歴史
の表舞台に登場したのです。
　その結果どのような世界があらわれたでしょうか。人間が存在しない限
り，あるいは人間以外の認識主体が存在しない限り，眺めたり，観察した
り，探求する目をもたない，ようするに世界の解釈者としても行為者として
も，自らの運動をまったく意識しないオートマトンのような世界が浮かび上
がったのです。それは働く自動人形として扱われていた労働者を部品として
組み込む巨大機械であり，熟練工が「鉄の男」と呼んで恐れた自動紡績機に
ついて報告するアンドリュー・ユア（1778－1857年）の「製造業の哲学」が
予示するものであったのです（注13）。そのユアの洞察を，ジェニソグズが引用
をしていますから，孫引きにて紹介しましょう。
ユア博士は工場のことを，理想的には「様々な機械的で知的な器官から
成り，その器官のすべてが自己規制された動力に従属しつつ，普通の物
の生産への絶え間なき関心のままに活動する巨大自動機械」として語っ
ている＊。［＊マルクスの『資本論からの引用，そのなかでマルクスはユ
アのことを「自動機械工場のピンダロス」と呼んでいる。』］（注14）
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　この洞察はまさに人工知能付きの産業ロボットを幻視した詩的想像力の典
型例であるといってかまわないでしょう。人間と自然は製造業の哲学と工場
の製造行程に重ね合わされました。原料を入れれば確実に同じ製品をやむこ
となく生産しつづける工場は，万古不易の自然法則の写し絵でありました。
こうして，産業主義に立脚した理性はますます勢いづいて，フランシス・ベ
イコソの「知は力である」の標語は，やがて鉄材と黒煙をまとった大悪魔へ
と化体したのです。
6．分子機械の制御
　機械の概念が普及するにつれ，分子の概念が蔓延したことにも言及すべき
でしょう。まずは都市に集まってきた無名のひとびとに，この概念を重ね合
わせてみます。地方の共同体でアイデソティティを確保していたひとびと
は，囲い込み法で土地を逐われ，ロソドソの街なかで根なし浮き草として漂
流しておりました。そのような流浪民を含めて，互いの氏素性など知らない
膨大な数のひとびとが，ロンドソの途轍もない人口密度を形成していたわけ
です。お互い衝突しないように棲み分け合う孤絶無縁のノッペラボウの分子
人間が莫大な数の部品のように散乱し，都市機械に填め込まれたり，取り外
されたり，打ち捨てられたりしている，そんなありさまを想い描いてみまし
ょう。家屋や工場はそこかしこで煙突から黒煙を噴き，霧状の世界を演出
し，粒子論哲学が展開しやすい舞台を整えてくれていました。
　産業革命まっただなかのイングランドへ，とりわけ，煤煙が立ちこめるな
かで点描画のように輪郭を失い朦朧と浮かんでいた霧のロンドンへ，ピサロ
（1830－1903年），モネ（1840－1926年），シスリー（1839－99年）などの大陸
の芸術家が訪れていたらしいことも，なにやら示唆的です。薄暗いアトリエ
の静かな閉所から屋外・野外へと出た芸術家たちの目の前に産業革命のもた
らした真新しい風景が立ち現れていました。鮮明な輪郭と色彩は淡く拡散
34　明治大学教養論集　通巻370号（2003・3）
し，それとともに恐らく神も妖精も霧となって消えてしまいましたが，同時
に新しい想像力でなにか別のものへと凝集させる新しい創造力を働かせる余
地も残っています。こうなると印象派の諸作品は，拡散した分子を凝集して
は合成する事物形成の哲学ゲームを実践して見せていたようにも思われてき
ます。
　興味深い例があります。もう一度，ブレイクにご登場願いましょう。
ルソーよ，潮るがいい，嘲るがいい，ヴォルテールを
嘲るがいい，嘲るがいい。すべては無だ！
風に逆らい砂を投げても，
風は砂を投げ返すそ。
砂粒は一つ一つが宝石となり，
聖なる光に照り映える。
投げ返された砂粒は，嘲る眼を眩ます。
それでも，・イスラエルの道では輝くのだ。
デモクリトスの原子と，
ニュートソの光の粒子は，
紅海の岸辺の砂なのだ。
彼の地ではイスラエルの住処が明るく輝く。
（ウィリアム・ブレイクの手記，1800－1803年）（注15）
この詩人ブレイクの詩と，以下の科学者ファラデーの日記の一節とを比べて
みてください。
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気球はボックスホールから空に舞い上がった。夕方の空はすっかり晴れ
渡り，太陽は明るく輝いていた。……バラストが二度三度と投げ出され
た。恐らく砂であった。砂塵はこんな効果をもたらした。黄金色の雲の
流れが気球から降ってきたかのようであったのだ。一瞬勢いよく落下
し，それから見かけは静止し，気球と砂塵がゆっくりと分岐していっ
た。そのおかげで，この砂塵雲の粒子の［一つ一つ］が光に映えて印象
的な素晴らしい様子を見せているし，数多くの効果が組み合わさって，
一粒一粒の粒子はまったく見えなくても，精妙な諸効果が合わさって変
貌した一幅の申し分ない挿し絵となっているのである。
（マイケル・ファラデー『日記』トマス・マーティン編1934年）（注16）
　明らかにこれは，粒子論の哲学（corpuscular　philosophy）の思潮を反映
した思考実験にほかなりません。ファラデーが輝く砂になにを認めている
か，くだくだしくいい添える必要はないでしょう。ブレイクの詩にしても，
粒子の唯名論が知識人のこころを奪いつつあった時代を映す鏡となっている
ことは明らかです。世界は粒子の拡散と凝集によって事物・事象のありさま
を変えていきますが，総体として量的にはなんの変化もない，つまりは気ま
ぐれに質量を変動させたりしない厳格な秩序を約束してくれる空間となって
おり，そのような分子の結合と分解の制御法が確立されれば，事物のふるま
いを機械のように予測し操って駆動することも可能になる，そんなようなイ
メージです。
　以下のジョソ・ティソダル（1820－93年）ともなると，分子の運動をロソ
ドソの雑踏に喩えていて，これも詩的想像力の発露にほかならないのです
が，なおかつその運動を操るための力学的なからくりを透かし見ようとする
産業主義的理性の視線が感じることができます。
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　　二百人の人間がペルメル街の端から端まで等間隔に並んでいると想定し
　　てみよう。セント・ジェイムズ宮殿からアテナイオン・クラブまで走る
　　人間は，うまいタイミソグで避けて進むならば，大した妨害もないま
　　ま，そのような群衆の間を通り抜けできるかも知れない。しかしその二
　　百人が互いに接近してペルメル街を南北に横切る密集した列を形成する
　　と想定してみると，そのような障壁は走者の相当な妨げになるか完全な
　　障碍となってしまうだろう。群衆の代わりに，ちょっとした圧力下での
　　分子の列，つまりはまばらに配置された群衆のような分子の列を思い浮
　　かぺてみよう。物質の質量は変化せぬまま，ペルメル街の狭陞な列に似
　　た周密な分子群が形成されるまで縮んでいくと想定してみよう。このよ
　　うに密度が変化する間，熱線が通り抜けるときの分子群の運動は，走る
　　人に作用を及ぼす群衆の動きに似てはいまいか」
　（ジョン・ティンダル「原子，分子，エーテル波（『ロソグマンズ・マ
ガジン』初出，1882年）（注17）
　ティンダルが描いているロンドンの雑踏は，リアルにイメージされるよう
になっていた分子の運動を説明するための比喩に用いられたくらい，急成長
してきた都市の斬新な風景であったことでしょう。が，なによりも群衆が数
値制御できる分子の集合体であるかのように幻視されていることに注目すべ
きです。そのような状況を掌握し管理する技術への道が開かれるのですから。
　汽車の乗客や労働者の数，新聞・雑誌の読者欄の投稿，等々も，ただ集め
るだけでなく，統計をとって整理し，生産と販売を調整するための貴重な
データでありました。ロイヤル・ソサエティの創設者のひとりであったウィ
リアム・ペティ（1623－87年）が，ずっと以前に統計学を考案していたこと
も意味深いものになります。それは成長し肥大していくロソドンを観察しな
がら予知していたことであったでしょう。そしてこの巨大分子群を数学的に
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整序して機械として操作すると，産業文明を慶賀するひとびとの目に，かつ
てミルトンが幻視したような「神殿さながらに築造された巨大な建造物が，
調ぺ優しき協和音と甘美な歌声を伴って，霧のように迫り出してきた」（ジ
ョン・ミルトン『失楽園』）（注18）のでした。
7．機械操作の魔術
　このような都市に群れていた何老でもないひとびとは，工場経営老にとっ
ては，同時に何者にでもなれる没個性化した分子のようなものであったでし
ょうから，熟練を必要としない単純作業の分業体制に組み込んで，産業機械
の手足へと変えるには，まことに好都合でありました。そしてそれが可能に
なった理由は，なんといっても巨大作業ロボットとしての工場が発明された
からでした。以下の引用は，リチャード・フィリップス卿（1767－1840年）
がマーク・イザムバード・ブルネル（1763－1849）の靴工場を見学したとき
の記録ですが，そこでの分業システムについて読むと，傷疲軍人を採用する
ことによって熟練労働者の面目がどれほどつぶされているか，はっきりと見
てとることができます。
一つ一つの手順はこの上なく洗練され精緻な機械でなし遂げられる。一
人の働き手がそれぞれの作業を実行すると，一つ一つの靴は二十五人の
働き手を経ていって，靴革工が調達する皮革から一日に百足の丈夫で見
事な出来栄えの靴を仕上げるのである。全行程の細部は機械力の精緻な
適用によって遂行されるし，全ての部品は精度，均質性，確実性で特徴
づけられている。一人一人の人間は全行程のうち一つの手順を実行しさ
えすればよく，自分の前後にいる人間の作業について知らないので，雇
われているのは靴屋ではなく傷疲軍人であるのに，それぞれが数時間の
うちに自分の持ち分を習得できる訳である。政府に納品される際の契約
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　　は，一足六シリング六ペンス，少なく見積もってもニシリングであり，
　　不揃いに修繕された靴に支払われる額よりも安いのだ。
（リチャード・フィリップス卿『朝の散歩一ロソドソからキューへ』
1817年）（注19）
　一足の靴をリレー式で作り上げいく「二十五人の働き手」は巨大ロボット
の手足のようなものでしょうが，この製造方式で従来型の物作りにどれほど
の変化が生じたか，十分に窺い知ることができるのではないでしょうか。ま
さに産業革命以降の世界は，靴の製作から巨大船舶の製造に至るまで，それ
こそ産業文明の全域に亘って，ヒューマンスケールを凌駕したおびただしい
機械が，精度，均質性，確実性を保ちつつ，そこかしこで騒々しい操業音を
轟かせながら，労働者を身障老なみの作業で使役し搾取する機械の悪魔の万
魔堂（パンディモニアム）の様相を呈してきたのでした。
　このようにして群衆は，制御のノウハウさえ確立されれば，支配者層には
なんとも好都合な，相互に繋がりのない，自由に役割をあてがうことのでき
る孤独な分子の集合体になったわけです。またなんらかの方向性を与えれ
ば，新たな政治的局面を製造する巨大ロボットとして現れたといってかまわ
ないでしょう。勘のいい支配者であれば，国運を左右する力として利用し，
新たな政局を生産する政治機械として利用しないわけがありません。あるい
はそれとは逆に，これら史上初の無色の人々に新たな階級意識の色づけを施
して反体制的な力として利用したい欲望を生んだことでしょう。
　物理法則のように厳格な規律のままに動く集団の典型例は軍隊ですが，工
場の分業体制もそれに劣ることはありません。ロパート・オウエソ（1771－
1858年）がニュー・ラナークで実現したのは，労働・教育・福祉・消費を，
そこに暮らすひとびともろとも機械の部品のように手厚く扱う工場のような
ユートピアでありましたが，友人のロパート・サウジー（1774－1843年）は，
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ニュー・ラナークの綿工場を視察したあと，オウエソのこころさしに敬意を
払いながらも，そのような管理体制のもとではどんな人間も個性を埋没させ
てしまうのではないかと，ひどく警戒しています。
実際オウエンは思い違いをしているのだ。彼は共同所有老であり，本質
的にとは言わぬまでも偶然的に植民地とは違うというだけの巨大施設の
唯一の管理老だったのである。オウエンの監督下にある人々はたまたま
白人であり，法律により自由の職を辞めて構わないが，そこに留まる限
りは，数多くの黒人奴隷と同様，オウエンの絶対的な管理下に置かれる
ことになる。オウエンの気性，虚栄，生来的な親切のおかげで（それぞ
れが本領を発揮して，彼の言う（そしてそう信じきっている）これらの
機械たちを，可能な限り幸せにする訳である。そこで彼は一気にこんな
身の毛もよだつような結論に到達するのだ。すなわち，完全に頼り切っ
ている二千二百十人の人々を幸せにできるのであるから，人類全体も同
じくらい容易に統治できるかも知れない。カクテ・ワレラハ理想郷ニア
リ。
（ロバート・サウジー『1819年スコットランド旅行記』1829年）（注20）
　この巨大分子群を動かす力が，ユートピアの福音を説く説教師のようなオ
ウエソのことばであった可能性をもう一度確認しましょう。そして歌や詩に
しても2大衆運動を牽引するエソジソでありました。ウィリアム・モリス
（1834－96年）の『社会主義たちに捧げる歌』（1884－85年）（注21）の・」・冊子がロ
ンドソの街頭で販売されたことの意味は，いまや明らかです。無定形の群衆
は先導（煽動？）者のことばで暴徒ではない規律正しい怪物に化けることも，
はじめて発見された時代だったのではないでしょうか。
　そうなると，ことばの支配者である詩人や作家の役割が，格別の印象を帯
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びはじめます。トパイアス・スモーレット（1721－71），ダニエル・デフォー
（1660頃一1731年），ウィリアム・ワーズワース（1770－1850年）一行をはじ
め，その他の知識人たちが僻地へじかに赴いて，珍しい景勝地を現地のひと
びともろとも，巧みな筆で口あたりよく包んで，識字力のある富裕層の供物
として捧げたことも，機械の悪魔のシナリオに沿っていたような印象を帯び
てくるのです。たとえば，ダニエル・デフォー一行による「ピーク地方旅行
記」にしるされた洞窟に暮らす幸せな貧乏家族のエピソードを読むと（注22）
一それをrパンディモニアム』という大冊のなかに挿み込んで読んでみる
と一珍獣を発見して得意顔でいる無神経なツーリストの表情が浮かんでき
ますし（勿論，実際にはそのつもりはなかったのでしょうが），それが結果
的にどのような階層を喜ぱせたかを考えると，私は彼らをジャーナリズムの
先駆だと持ち上げる気にはなりません。洞窟生活の家族はデフォーの筆力で
優しき野蛮人として標本にされ，ブルジョワ層のための微笑ましい講話とし
て，いやそれ以上に観察され，記述され，従順かつ純朴な働き老の標本とし
て回収されるのですから。
　こんなぐあいに，イングランドの知識人が周遊と称して，産業革命がもた
らした富に安住しながら，田舎や僻地が消えていく口惜しさを詠いました。
哀惜の思いを胸に奥へ奥へと分け入って，美しい詩や散文で風景を商品に変
え，都会の観光客の購買欲を刺激し，レジャー産業を誘致して鉄道や道路を
敷くきっかけのひとつになったとすれば，皮肉にも反科学の文化人たちも神
々と妖精の駆逐に加担したことにならないでしょうか。これらの詩人の自然
賛歌を愛読したのは，当時にあっては，おもに教育と金を独り占めしていた
富裕者層や中産階級だったのでしょうから。
　そして声による説教は，この時代にあってはまた別の意味合いを帯びたよ
うに思われます。ジョソ・ウェズリー（1703－1791年）のような説教師は，
炭坑で働く無骨な「イギリス原住民」を異教徒とみなし，羊のように穏やか
な信徒へと回心させたことを自慢げに報告していますが（注23），少なくとも私
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には，タブラ・ラサの魂に宗教的戒律を吹き込んで従順な自動機械につくり
かえ，炭鉱経営者に貢ぐための呪文のようなものにひびいてきます。子ども
が将来の労働資源として国家や資本家の前に現れるのも，パソディモニアム
の時代が孕んだ新事態でしょう。ジョソ・ロック（1632－1704年）が生まれ
たばかりの精神を経験によって書き込まれる白紙としてイメージした子ども
も，千年王国に根さした産業倫理をたっぷりと吹き込むべき辺境の異教徒と
変わらない存在であったわけです。
　新しい方法論に立脚した製造工程に，いっさいの熟練の技も，いっさいの
予備知識も必要としない，恣意的に機械に組み込むことのできるノッペラボ
ウのひとびと。田舎を逐われ名無しの権兵衛となって都市や工場地帯に流れ
てきたひとびとは，辺境人や子どもはいうまでもなく，資本家や工場経営老
によっては，とどのつもりは新しい産業体制に組み込むぺきお誹え向きの部
品として出そろったのでした。こうして，科学的方法論の手順を忠実に反映
した製造手段が行き渡って行くなかで，人間と機械の一体化の気運は衰える
ことなく進展していきます。
8．機械操作の修辞法
　こんどは産業革命以前に，いや科学革命の前に，活版印刷の発明があった
ことを確認しましょう。この発明に関しては，さまざまな歴史的文脈のなか
で数々の評価がありますが，ここではなによりも印字が組み込まれて文章が
量産されていく過程が，機械と分子と数の掛け合わせを体現しているような
相性を見せた点が重要です。均一な文字ユニット群がひとつの組み版上で自
由に移動され配置され，オリジナルの文章を文字ユニットの集合体へと再合
成し，複製文章を量産し，そのようなテキスト製造を終えると，とり外すこ
ともできるし，手元を間違えると床にばらけてしまう，そんな組み立てキッ
トのような印字の集合体の上につかのま宿る空像のようなテキストの誕生で
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す。しかも形状が一律での交換可能な文字群が，構文の法則にのっとって自
由に並べ換えられてテクストを生産していく様子を見せたのですから，これ
は機械論と原子論の世界観を普及させる恰好のモデルともなったのではない
でしょうか。
　規格品のような正用法が機械概念をまとって，標準語の管理と生産のテク
ノロジーへと姿を変え，活字と組版から成る体系的な構造物としての言語そ
のものが認識の対象として浮上させてきました。このイメージが国家の隅々
にまで例外を許さない規則性と階層性を完備した「言語」という排斥的なコー
ドを生み出した経緯は，近代言語学史を語る上で，さらに近代の思考法を考
える上で見過ごしにはできません。
　ばらばらな人間を束ねる統合機械としての国家。ひとびとを各部門に割り
当てて製品を生産する工場のように，印字を組版に集めて言説を構築する印
刷機。旧秩序を解体しては再合成する分子機械としての世界。思考の機械化
と計算機。人体を部品の組み立てのように扱う医療用語。天気や体調や日々
の出来事を淡々と綴っていく日記。物語も登場人物も情景描写もない，数字
と記号と項目を延々と書き連ねただけの，経済の指標，天気予報，政府統
計，年鑑等々の情報誌。自然や現実を数と記号で処理し，制御し，金換す
る呪文のような知識形態。写真のような描写，観察法と記述法，実験記録。
「私」を避けて客観性を装う学術論文。全自然をデータ化し，数値処理して
操作し，生命体を幾何学的機構のうちにに収奪して運用する産業主義的理性
の誕生。
　これこそがフックやピープスやジョン・イーヴリン（1620－1706年）の日
記の文体に孕まれていた未来であったのではないでしょうか。ロイヤル・ソ
サエティ設立の立役者のひとりであったジョソ・ウィソルキンズ（1614－72）
の有名な普遍言語構想そのものが，要素と結合法の集合体をとおして意識さ
れ，結合法の運用自体をしらみつぶしに表記していくエンジンと見立てられ
ておりました。
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　新しい現実を表記するために，広い意味での詩法に変化が起きつつあった
のではないでしょうか。説教師，科学老，経済学者をはじめ，ありとあらゆ
る文筆家らがなにを幻視し，いかなる現実をどのように描写するようになっ
たのか。酒樽に溜まった雨水が馬車の揺れが幾重にもささ波を立てる様子に
注目じて，わさわざ『日記』に記録する科学者マイケル・ファラデー
（1791－1867年）の文面に，私は新しき詩的感性の行く末を垣間見るような
気がするのです。
昨夜醸造所の馬車が敷石を進んで行くのを見た。端の方に空の大酒樽が
載せてあり，雨が樽に降り注いでいた。幌馬車はガラガラ音を立てて進
んでいったが，頻繁な突き上げがあるたびに，水面にさざ波のような搬
が生じるのである。
（マイケル・ファラデー『日記』トマス・マーティン編，1932年）（注24）
　この文章のなかに，あらわれているものの背後に構造やからくりを透視し
てしまう，機械論に立脚した思考のあり方を認めることができます。これに
したって，詩的感性によって切りとられた現実の切れ端ではあるでしょう。
それと同時に，克明な観察と細密描写が理論的一般化の前に欠かせない手続
きとなることを，ファラデーは問わず語りしているようにも思われるのです。
　そういうわけで，詩はむしろ，ジェニソグズが強調するように，姿を変え
て生き残ったという方が正しいのではないでしょうか。とはいうものの，機
械と原子と数をもとにした，冷徹で寸刻みの分析と報告という新しい詩法
は，どうやら海山の神々や精霊を追放して田園詩の呪力を衰退させ，伝統の
詩人の魂を文学の玉座から引きずり降ろしてしまったようです。トマス・
カーライル（1795－1881年）やエバニッァー・エリオット（1781－1849年）
が，韻文詩を放棄し散文を書くように薦めたのは，そういう背景からではな
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かったでしょうか。カーライルはチャーティスト運動に身を投じた詩人トマ
ス・クーパー（1805－92年）宛にこのような手紙を送っています。
もし助言をしてかまわないなら，次なる作品を散支にして，虚構ではな
く全面的に事実を主題に試されるようお薦め致します。……私たちはあ
まりにも恐ろしい現実的な混沌に囲まれています。そのような混沌か
ら，あらゆる人間は生まれ出るときに，ちょっとした宇宙を形成するよ
う望まれるのです。それこそが，ひとりの人間にとっての，とりわけ当
面は，真の詩であるように思われるのです。人間の吾楽曲底才能（それ
こそが真の知性，真の活力，人間の生命です）が，いくばくなりとも，
単なる吉棄の上での韻を創ることに費やされるのを見ると，私はいつも
不満を抱いてしまうのです。
（『トマス・クーパー自伝』所収，1872年）（注25）
　カーライルは押し寄せてくる現実を韻文詩で表現することはできないし，
批判的なペンの力を行使できないといっているのではないしょうか。工場は
製品を続々と吐き出し，世界からは莫大な戦利品が集まり，各地からおびた
だしい文物が流れ込み，これらをしるすにわか仕込みの記号が大氾濫した大
英帝国の世情を集約するのに一一勿論，詩は評論である必要はないのですが
一一`統の詩の形式は役不足だと判断したのでしょう。おそらく文筆家たち
は新事態をひたすら数え上げるしかなかったのです。これが当時文学の危機
として認識されていたことではないでしょうか。
9。　まとめ
文化が成立するには，文章にしたためたり声にしたりする裁判官，弁護
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士，小説家，詩人，ジャーナリスト，特定分野の専門家，等々がおり，そし
てそれを読者や視聴者へと媒介する新聞，雑誌，パンフレット，チラシ，な
どのメディアが存在しなくてはなりません。二十世紀になるとラジオ，テレ
ビ，コソピュータ，等々の電気の容れ物が，これらことばの専門家たちが活
躍する舞台をお膳立てしてくれましたが，技術の進展に合わせて切り替わっ
てきたこれらのメディアはすべて，皮肉にも機械の悪魔がわたしたちに与え
てくれた，支配と抵抗の武器にほかなりません。それをもとに私たちは「教
養」や「知の体系」なるものを構築してきたのです。
　しかしながら，科学・技術のイデオロギーは，人類の精神を埋没させ，詩
を衰退させた，だから自分はそんな影響から超然として反科学の戦いを繰り
広げてきた，とそこまでいい募る人文学者は，そう多くはないにしても，少
なくとも機械の恩恵に浴しつつ，自らはその繁殖にじかに加担したわけでは
ないことを口実にして，反機械の教養人を自認する無責任な言説には何度も
出くわしてきました。肝腎の人文学の陣営が，ややもすると科学や機械にか
かわる問題を向こう岸の出来事のように扱ってきた点では，機械論との棲み
分けを選択してしまったとことになったといえるのではないでしょうか。魂
と機械，芸術と科学，商品と作品，等々，そんな単純な対概念で，物心つい
た頃には機械に囲続されていた近代人の感性や知性を読み解くことはできな
いでしょう。
　結局はごくわずかな例外を除いて，私たちの多くは機械文明の悪に対し
て，糾弾の拳を底の浅いヒューマニズムのオブラートに包んで，遠巻きに振
り上げてみせただけかもしれないのです。私としてもすすんで認めたくはあ
りませんが，それは結果的には機械の悪魔と上手に棲み分けをし，なおかつ
自らの延命をはかるという，なんとも腰の引けた抵抗に終わった可能性があ
ります（このエッセイもそのたぐいの代物にほかなりません）。
　文明に背を向け，雄々しい実存として独り立ちし，宇宙で中吊りの孤児に
なる，そんな過酷な試練と引き換えに自由を手に入れるくらいなら，巨大機
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械に包まれて，部品となって自らを消滅させた方がいい，意識するとしない
とにかかわらず，そう考えたひとびとが多かったからこそ，機械文明の爆走
はとどまることを知らなかったのではないでしょうか。人類が全体として機
械を心から憎悪し，機械の浸透をゆるさず，機械に背を向けて暮らせていた
なら，ここまで機械が文明の覇権を握ったはずはないでしょう。それどころ
か，私たち人間は，なにかの一部として請われている存在であることを実感
したくて，個を圧倒する巨大存在にとり込まれたがるのではないでしょう
か。ピラミッドであろうが，大聖堂だろうが，巨大工場であろうが，メガロ
ポリスであろうが，とにかく孤絶存在としての「わたし」を溶解できるので
あれば，少しぐらい使役され苛まれようともかまわない，おそらくそんなと
ころであったのではないでしょうか？
　さて，ここで，いろいろな意味で，少し気になるエピソードを紹介しまし
ょう。戦術・インターネットの導入により，前線の兵士は装甲車の現在位置や
味方の位置，そして敵の位置を携帯のモニター上で瞬時に把握できるように
なりました（注26）。一方，司令部は，軍事衛星などから送られてくる膨大な情
報をすばやく整理し，戦術インターネットを使って部隊の各装甲車に流すこ
とができるようになったため，戦場の兵士たちは，装甲車と一体となって行
動することで，敵の動きをリアルタイムで掌握できるようになったのです。
　末端の殺独機械を戦略的に操作してきた指揮命令系統を根底から見なお
し，これまで指揮官に集中していた情報を兵土全員が共有できるようにしよ
うという組織改革は，工場の分業体制によって培われてきたピラミッド状の
軍隊組織を根底から覆すかもしれません。このシステムの新しさは，戦場の
兵士に情報をあたえられ，装着した小さなモニターには，戦場のありとあら
ゆる情報が映し出され，兵士は瞬時に状況判断し，一兵卒までがリーダーと
しての力を求められことになり，従来トップに集中していた権限が組織全体
に散らばってしまうという点です。
　ソマリアでの市街戦で米兵が惨殺された屈辱を教訓に開発されたこのシス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機械の制覇と詩的想像力　47
テム自体は，これからの地上戦で最大効率の戦闘行動を遂行するためのもの
にすぎないのですが，こうしたサイバー・ソルジャーのサイバー・スーツ
は，すぐにも進行中のユビキタスの時代において，かたちを変えてビジネス
マソや若者のライフスタイルへと転用されることでしょう。エレクトロニク
ス・コテージに居住し，サイバー・スーッにすっぽり包まれて21世紀を暮
らしていく先進世界の私たちにとっての現実は，これからいったいどのよう
なものに変貌していくのでしょうか。渦中にある私たちにいいあてられるこ
とではないかもしれませんが，産業主義から情報へと文明の主役が移りつつ
ある現在，新しいテクノロジーやメディアの対岸に人文主義の陣地を敷いた
ところで，IT，バイオテクノロジー，ナノテクノロジー，等々の機械を感
じさせないソフトマシーンへと進化した悪魔の館（パンディモニアム）に呑
み込まれたまま，これまでのようにヒューマニズムの牙城を護っていけるか
どうかは疑問です。
　環境もテクノロジーも経済もグローバル化してしまった現況と併せて，世
界各地に地獄をもたらした機械の悪魔を私たちはどのように透視したらいい
のでしょうか。そして私たちの時代が詠うことになる詩はどのようなメディ
アに載ることになるのでしょうか。インターネットの時代に暮らしている私
たちの想像力は，これからどういう現実を紡いでいくことになるのでしょう
か。少なくとも，巨大機械としての文明が，政治，経済，労働，教育，娯楽
を介して多くの人間を魅了することで，万人の想像力の流れを方向づけ，近
代世界の風景をひとつの際立ったカラーに染めてきたことは，多くの歴史家
が指摘していることですし，いまならコソピュータ，人工衛星，化学薬品，
バクテリア，等々を利用するさまさまな戦争機械の繁殖ぶりに目を見張る私
自身の現実感覚によっても裏付けられるところではあるのです。
　さて，ジェニングズは自らのこころみをこのように総括しました。
パンディモニアムは全悪魔の宮殿である。建築は一六六〇年頃に着手さ
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れた。その造営に終わりはない。それはエルサレムへと変貌するはず
だ。パンディモニアムの建造は過去三〇〇年の英国の歴史なのである。
そのような歴史は書かれたことはない。筆老は資料収集に何年も費やし
た。その資料の山の中から選別した結果が本書である。それは完全なる
物語の前触れなのだ（注27）。
　「完全なる物語」とはなんでしょう。現在の世界情勢に無理矢理つなげる
こともないのですが，やはり機械の悪魔がついには人間界を支配し尽くして
しまう物語あったことが改めて判明することなのでしょうか。ジェニソグズ
にしてもこの物語の終幕を予言しているつもりはないでしょう。が，いずれ
にせよ，これから私たちが，ッイソタワー崩落のような大事件をはじめ，携
帯電話の性能アップなどに一喜一憂するささやかな生活のパリも含めて，数
々目撃し，できたら地獄に落ちることなく，これまでのように想像力を発揮
してそのリアクションの痕跡を遺していくことだけは間違いありません。
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